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                       ＪＪ１ＳＸＡ 池 

 一寸古い話になりますが、小泉内閣メールマガジン(2001/07/05)で、小泉総 
理の「リーダーは孤独である」というメッセージを読みました。 

－以下引用－ 
－前略－ 各国首脳と話し合う中で、「リーダーは孤独である」という言葉を思い出し

ました。 
－中略－ いろいろな人の意見を聞くと視野が広がり、新しい考え方を発見できる。し

かし、責任ある立場にいる人こそ、孤独、つまり、一人静かに考える時間が大事だと思

う。 
－中略－ 何かを決めるとき、私は、まず広く意見を聴き、最後は、ひとりで考え、そし

て結論を出す。 
あれがいいという人もいれば、これがという人もいる。友情や好みを捨て、決断する

瞬間はつらい。結局、自分で納得した道をいくしかない。－中略－ 「一人で考える時

間」、これからも大切にしていきたい。（引用文終り） 
以上のような内容でした。 
私は、この 240 グループのスタートの時以来、240 の中にどっぷり浸り、楽しませて

もらいながら、永年過ごし、年齢を重ねてきました。 
240 グループも、時には問題が発生しますが、問題が起きると、その都度皆様で意

見交換しながら、より良き方策を追求するという、いわゆる合議制の体制のもとに解決

を図る中に、私も否応無く常に置かれてきました。 
240 が末永く継続発展の途を辿る事を望んで、試行錯誤の繰り返しながらも、グル

ープの方向を見失わず、既に 20 有余年が経ち、振り返ると、私はリーダーという訳で

はありませんが、私なりに考え、行動して来た事が、何と無く前記の小泉メッセージに

オーバーラップするような気がして、嬉しくなると同時に、最後の言葉“「一人で考える

時間」、これからも大切にしていきたい”を忘れずにおこうと思います。 
240 は、皆さん一人一人が責任あるリーダーの気持ちを持ち、「まず広く意見を聴

き」、たまには、「一人で考える時間」を持って、何が大切か、どうあるべきかを考えて

みませんか。 
そうして、それを結集するのが合議制であり、240 が違った方向には進むことは無く、

継続して、益々の発展に連なるものと信じます。 
「より強く、より遠く、紳士的に」そして、「ブレークは、誰でも、何時でも、何処からで

も」を貫いて、楽しい２４０を続けましょう。 
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